
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

補充問題  塾技 70 台風 

 

（香川県） 

問題 



  

 

 

     

a 熱帯地域で発生した低気圧のうち，激しい上昇気流によって中心が渦
うず

上の積乱雲となるものを熱帯

低気圧という。台風は，熱帯低気圧が海面の水蒸気や潜
せん

熱
ねつ

によって発達し，中心付近の最大風速が

17.2km/s 以上になったものをいう。台風の一生（p202 用語チェック「塾技 70」2．台風の一生を参

照）は，大別すると発生期・発達期・最盛期・衰
すい

弱
じゃく

期の 4つの段階に分けることができ，衰弱期に

はあたたかい海からの熱や水蒸気の供給量が少なくなっておとろえていく。 

 ㋐，㋒ 

 

 

 

b 「塾技 70  」より，台風は小笠原気団の縁
ふち

をまわりこむように進み，列島付近まで北上したあと

は，上空の偏西風によって東寄りに進路を変える。 

 ㋑，㋓ 

 

 

 

c 台風の中心が X の位置にあるときの P 地点で観測される風向は，図Ⅲより，北東とわかる。一方，

「塾技 70  」より，台風の進路の左側では，風向が反時計回りに変化することより，台風の中心

が Y の位置にあるときの P 地点で観測される風向は，北東から北西に変化する。（台風の中心が Y

の位置にあるときの P地点で観測される風向は，台風の中心が Xの位置にあるときの Q地点で観測

される風向と同じと考えてもよい） 

 Xの位置：㋐，Yの位置：㋓ 

 
 

塾技 70  補充問題 解答・解説 

 

答 
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